
１．はじめに

児童・生徒の学校適応において、自分の情動をコン
トロールする力は重要である。例えば、友人関係にお
いて攻撃衝動が喚起した場合でも、その衝動を抑える
ことができれば、友人とのいさかいに発展することは
ない。また、自分の情動や気持ちをうまく表現する能
力も重要である。例えば、友人の行動によって不快感
が喚起された場合に、自分のその不快感をうまく表現
することによって、友人の行動が抑制されることも多
い。さらに、友人の気持ちや情動を理解できる能力も
重要である。例えば、友人の気分が落ち込んでいると
わかれば、適切な言葉かけができ、それが友人関係の
発展へとつながるからである。このように、学校適応
に関しては、情動を処理する能力が重要な役割を持っ
ている。

Salovey & Mayer（1990）は、情動を扱う個人の能
力を情動知能（Emotional Intelligence; EI）と呼んで
いる。Goleman（1995）は、EIの水準が社会的成功を
予言するという内容の著書を発表し、それがベスト
セラーになることで注目され、数多くの研究がなさ
れてきた（Mayer & Salovey, 1997; Schutte, Malouff, 
Hall, Haggerty, Cooper, Golden, & Dornheim, 1998; 
Matthews, Zeidner, & Roberts, 2002; Wong & Law, 
2002; Zeidner, Matthews, & Roberts, 2009; Joseph & 

Newman, 2010）。EIの影響はビジネスにおける成功に
限定されるものではない。例えば、Toyota, Morita & 
Takšié（2007） は、 日 本 版ESCQ（Emotional Skills 
& Competence Questionnaire; J-ESCQ）によってEI
を測定し、EIによって肯定的な適応の指標である自尊
感情（self-esteem）が促進されることを明らかにして
いる。また、Toyota（2011）は、EIが自己肯定感を
高めることも示している。さらに、豊田らの一連の研
究（豊田・大賀・岡村, 2007; Toyota, 2008, 2009a）では、
適応の否定的面である孤独感がEIによって抑制され
ることを見いだしている。小学生を対象にした研究（豊
田・李・山本, 2011; 豊田・吉田, 2012）でも、EIが学
校適応や学業成績を促進することが示されている。最
近の研究（豊田・照田, 2013）では、ストレッサーが
ストレス反応に及ぼす効果がEIによって規定される
ことを明らかにしている。すなわち、EI水準が高いと、
ストレッサーの認識が少なくなり、ストレス反応も減
少するのである。このように、EIは適応を促進する
効果がある。

ただし、EIが適応に及ぼす効果は、他の要因によっ
て影響される可能性がある。例えば、豊田ら（2007）
では、居場所を「安心できる人」と定義し（加藤, 
1977）、孤独感との関係を検討した。そして、「安心で
きる人」が自分である者（自分群）が、母親や友人で
ある者（母親、友人群）よりも孤独感が高いことを明
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らかにしたが、EIが高い者では自分群と母親及び友
人群との孤独感の水準における違いはなかった。この
結果は、EIが適応の指標である孤独感に及ぼす効果
が居場所によって異なることを示している。そして、
この居場所は、対人関係における随伴経験と非随伴経
験量と関係している。随伴経験とは、相手に対する努
力が、相手からの成果を伴う経験である。例えば、苦
手な人に話しかけたら、仲良くなれたというような経
験である。一方、非随伴経験とは、親切でした行動が、
誤解されたという経験のように、努力が成果を伴わな
い経験である。Toyota（2009b）は、居場所とこれら
の経験の関係を検討した結果、自分群が母親群や友人
群よりも随伴経験量が少なく、反対に非随伴経験量が
多いことを示した。この結果は、居場所が対人関係に
おける経験によって規定されることを示している。

Bowlbyの 一 連 の 研 究（Bowlby, 1969, 1973, 1980, 
1988）は、対人関係を規定する概念として、愛着スタ
イルを提唱している。Bowlby（1973）によれば、人
間の発達初期における愛着関係は、養育者の情緒的
受容性や要求への反応性によって規定される。それ
故、ある特定の個人は養育者（愛着対象）との継続的
な相互作用を通してその関係や愛着対象に対する期待
を抱き、自分自身に対する主観的な信念・表象を発達
させていくことになる。この主観的な信念・表象が内
的な作業モデルである。Ainsworth, Blehar, Waters 
& Wall（1978）は、幼児に母親と見知らぬ人との分
離と再会を経験させ、幼児の反応における行動パター
ンを見いだした。このパターンが愛着スタイルであ
り、安定型（secure）、回避型（avoidant）及び両価
型（ambivalent）に分けられる。そして、この愛着ス
タイルは、その後の対人関係に反映されるのである

（Kobak & Sceery, 1988）。豊田・岡村（2007）は、こ
の愛着スタイルが適応に及ぼす効果を検討している。
そこでは、居場所が「自分」である場合には回避型傾
向は自分に対する安心できる程度を高めるが、「親」
や「友人」である場合にはその程度を低めることが明
らかにしている。この結果は、居場所によって愛着ス
タイルが安心できる程度に及ぼす効果が異なることを
示している。それ故、安心できる程度を適応の指標と
した場合には、愛着スタイルが適応に及ぼす効果に対
して、居場所が調整変数として機能したことになる。

このように、居場所は、EIや愛着スタイルが適応
に及ぼす効果に対して調整変数として機能している可
能性が指摘できる。しかし、EIが適応に及ぼす効果
に対して、愛着スタイルが調整変数として機能する可
能性はないのであろうか。というのは、適応の指標で
ある自尊感情を高めるEI水準は、対人関係における
随伴経験量によって規定されることが明らかにされて
おり（豊田・島津, 2006）、その対人関係には愛着スタ
イルの影響が反映されているからである。対人関係に

おいて積極的であり、他者との関わりをもつ者はEI
水準が自尊感情に反映されるが、他者との関わりを持
たない者はEIの水準が自尊感情に反映されないと考
えられる。愛着スタイルにおける回避傾向の高い者は
対人関係を避ける傾向があるので、EIの適応に対す
る効果は認められないと予想できる。ただし、この予
想を検討する前に、愛着スタイルが自尊感情を直接規
定するか否かを検討する必要がある。すなわち、安定、
回避及び両価の水準によって自尊感情が異なるのであ
れば、愛着スタイルが自尊感情に直接影響する要因と
なる。愛着スタイルが調整変数として機能している可
能性を検討するとともに、直接的な影響を検討するこ
とは重要である。そこで、本研究の第１の目的は、愛
着スタイル、EI及び自尊感情の関係を検討すること
である。この第１の目的によって、愛着スタイルの安
定、両価及び回避のうち、自尊感情に直接影響する愛
着スタイルを特定できる。

上述したように、安定及び両価傾向は、対人関係を
志向しているが、回避傾向はそれを避けるものである。
それ故、回避傾向高群と低群におけるEIと自尊感情
の関係を検討した場合、以下のように予想できる。す
なわち、回避傾向高群はEIによる自尊感情の違いは
小さいが（EIと自尊感情の相関は低い）、回避傾向低
群ではEIによる自尊感情の違いは大きいであろう（EI
と自尊感情の相関が高い）。この予想を検討するのが
本研究の第２の目的である。

２．方　法

２．１．１．調査対象
教員養成大学の大学生123名（男性62名、女性61名）

であり、平均年齢は18歳8か月（18歳2か月〜 23歳1か
月）であった。

２．１．２．調査内容
J-ESCQ Toyota, Morita & Takšié（2007） に よ る

J-ESCQを用いた。この尺度は、情動の表現と命名（EL）
（例「私は、自分がどのように感じているかを表現す
ることができる。」）、情動の認識と理解（PU）（例「私は、
誰かが罪悪感を感じている時には、それに気づく。」）
及び情動の制御と調節（MR）（例「私は、不快な感
情をおさえて、良い感情を強めようとしている。」）と
いう３つの下位尺度に８項目ずつ計24項目から構成さ
れている。回答は、「いつもそうである（5）」「だいた
いそうである（4）」「時々そうである（3）」「めったに
そうでない（2）」「決してそうでない（1）」の５件法
である。

内的作業モデル尺度　愛着スタイルを測定するため
に、戸田（1988）によって開発された尺度である。安
定（例「私は知り合いができやすい方だ。」）、両価（例「人
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は本当はいやいやながら私と親しくしてくれているの
ではないかと思うことがある。」）及び回避尺度（例「人
に頼るのは好きでない。」）が各６項目ずつの計18項目
からなっている。回答は「非常によくあてはまる（6）」

「あてはまる（5）」「ややあてはまる（4）」「あまりあ
てはまらない（3）」「あてはまらない（2）」「全くあて
はまらない（1）」の６件法が用いられている。

自尊感情尺度　自尊感情を測定するために、山本・
松井・山成（1982）による尺度を用いた。この尺度は、
10項目（例「少なくとも人並みには、価値ある人間で
ある。」「敗北者だと思うことがよくある（逆転項目）。」）
で構成され、評定は、「あてはまらない（1）」「ややあ
てはまらない（2）」「どちらでもない（3）」「ややあて
はまる（4）」「あてはまる（5）」の5件法であった。

２．１．３．調査手続
調査対象者の所属する大学において著者の授業が終

了後、3週にわたって、集団調査を実施した。第１週
は、J-ESCQ、第２週は、内的作業モデル尺度、そし
て第３週は自尊感情尺度を実施した。実施後、参加者
に採点をしてもらい、各尺度の得点を算出してもらっ
て、解説を行った。その後、提出したくない場合は提
出しなくていいこと、個人名は決して公表されないこ
と及び集計データは研究目的で公表されることがある
ことを説明し、回収を依頼したところ、全員が提出を
了承してくれた。調査時間は10分以内であった。

３．結　果

３．１．愛着スタイル、EI及び自尊感情の関係
Table 1には、男女別に、愛着スタイルの各型の得

点、自尊感情尺度得点及びJ-ESCQの下位尺度の各得
点の相関係数（r）が示されている。男子では、安定

型得点とEIの下位尺度得点との間にはすべて正の相
関があり、反対に、両価型得点は有意ではないが負の
相関があった。女子では、ELとMRとの間は有意でな
いが、他の相関は安定得点と正の相関がみられる。ま
た、両価型得点はELとの相関は無相関であるが、他
の下位尺度とは有意でないものの負の相関が得られて
いる。本研究の目的は、性差を検討することではない
ので、男女込みにして、各尺度間の相関係数を算出し
た。その結果が、Table 2に示されている。Table 2を
縦にみていくと、安定得点は、EIの各尺度及び自尊
感情尺度得点との間に一貫して正の相関がある。その
反対に、両価得点はELとの間の無相関を除いて一貫
して負の相関が見られた。また、回避得点は一貫して
無相関であった。次に、右端のEIの各尺度得点と自
尊感情得点との相関では、ELは有意でないが、PUと
MRは有意な正の相関が見られた。

３．２．回避傾向によるEIと自尊感情の関係
Table 2に示されているように、安定、回避及び両

価尺度の各得点と自尊感情得点の相関係数（r）を
算出した結果、安定型得点（r=.55）及び両価型得点

（r=-.67）との間には有意な相関があった。しかし、
回避型得点と自尊感情得点間に有意な相関係数は得ら
れなかった（r=-.04）。第２の目的を検討するために、
男女込みにして回避得点によって折半し、回避傾向高
群（M=20.64, SD=2.80）と低群（M=13.34, SD=2.91）
に分け、群ごとに自尊感情尺度得点とEIの各下位尺
度得点との相関係数を算出した。その結果が、Table 
3に示されている。回避型傾向高群では自尊感情とEL
及びPU間は相関が低かったが（r=-.05, .19）、低群で
は実質的な正の相関があった（r=.35, .46）。相関係数
の有意差検定を行ったところ、EL得点と自尊感情得
点間のrについては、回避傾向高群と低群間に５%水
準で有意差があり、PU得点と自尊感情得点間のrでは、
両群間の差は有意傾向であった。また、EI合計得点
と自尊感情得点間のrに関しても、両群間の差は有意
傾向であった。ただし、MR得点と自尊感情得点間に
は両群ともに実質的な相関が認められ、両群間のrの
有意差はなかった（r=.36, .32）。

EI
安定型 回避型 両価型 EL PU MR EI合計 自尊感情

安定型 -.25* -.38** .38** .40** .37** .54** .58**
回避型 -.38* .02 -.28* -.04 -.18 -.23 .01
両価型 -.31* .29* -.19 -.20 -.17 -.26* -.69**

EI

EL .14 .27* .04 .76** .62** .77** .09
PU .52** -.01 -.26* .31* .21 .76** .38**
MR .18 .04 -.32* .31* .26* .62** .35**

EI合計 .39** .15 -.23 .77** .72** .69** .33**
自尊感情 .45** -.01 -.63** .08 .30* .25* .43**

  *p<.05 **p<.01

Table 1　愛着スタイル、EI及び自尊感情の関係（r）（右上欄には男子、左下欄には女子）

Table 2　各尺度間の関係（r)（男女込み）
安定 回避 両価 自尊感情

EL .27** -.05 -.09 .16
PU .45** -.03 -.22* .33**
MR .29** -.09 -.24** .34**

自尊感情 .55** -.04 -.67** -
 *p<.05 **p<.01

愛着スタイル、情動知能及び自尊感情の関係

3



３．３．安定傾向によるEIと自尊感情の関係
Table 2に示したように、安定と両価型得点は直接

的に自尊感情に影響する要因であった。しかし、これ
らの２つの傾向が回避傾向と同じように、EIが自尊感
情に及ぼす効果を調整する変数として機能している可
能性もある。そこで、回避傾向による分析と同じよう
に、安定傾向高群（M=24.81, SD=3.25）と低群（M=16.85, 
SD=2.88）に分け、群ごとに自尊感情尺度得点とEIの
各下位尺度得点との相関係数を算出した。その結果が、
Table 4に示されている。どの相関係数にも両群間の
有意差はなかった。

３．４．両価傾向によるEIと自尊感情の関係
両価傾向高群（M=25.52, SD=3.06）と低群（M=17.57, 

SD=2.54）に分け、群ごとに自尊感情尺度得点とEIの
各下位尺度得点との相関係数を算出した。その結果が、
Table 5に示されている。どの相関係数においても両
群間に有意差はなかった。

４．考　察

４．１．愛着スタイル、EI及び自尊感情の関係
本研究の第１の目的は、愛着スタイル、EI及び自

尊感情の関係を検討することであった。

４．１．1．愛着スタイルとEIの関係
安定型傾向は、EIの各尺度と正の相関があり、安

定型傾向が高ければEIが高いことが明らかになった。
安定型は対人関係における良好な態度を反映してい
る。EIの各尺度においても対人関係における良好な
情動処理の状態を反映しているので、両者の間の関係
は理解できよう。一方、両価型傾向は、EL尺度得点
とは有意でなかったが、EIの各尺度と負の相関が認
められた。両価型傾向は、他者の心情に両面性を認識
した対人的態度であるので、消極的な姿勢を反映して
いる。EIの各尺度は相対的には積極的な情動処理状
態を反映しているので、この両者の関係が逆になるこ
とは予想できる。しかし、強い負の相関が認められな
かったのは、他者に対して全面的に否定的な姿勢では
ないことが反映されているといえよう。上述した安定
でも、両価でも対人的態度としては人を拒否していな
いという点で共通している。それに対して、回避型に
ついては、対人関係を拒否した態度とみなすことがで
きる。対人関係を拒否しているので、そのような態度
を継続すれば、他者との交流において情動を処理する
機会が少なくなる。それ故、EIとは相関がないとい
う結果はうなづける。人と関わってこそ、EIとの関
連性が見いだせるようになるのである。

発達的にいえば、愛着スタイルが形成され、その後、
EIが形成されると考えられる。したがって、愛着ス
タイルの育成はEIの形成によって重要な要因である
といえよう。愛着スタイルは対人的態度の個人差とし
てとらえることができるが、内的他者意識は、この対
人的態度にあたる。内的他者意識とは、相手の心情等、
内面情報を理解しようとする意識や関心をさす。豊田・
森田・岡村・稲森（2008）は、この内的他者意識が
PUと関連のあることを示している。この結果は、他
人の情動を知ろうとする姿勢はEIを高める可能性を
示唆している。EIの育成は重要な課題であるが、本
研究で明らかになった愛着スタイルや内的他者意識等
の対人的態度を通して、EIが高まる可能性のあるこ
とが示唆される。

４．１．２．愛着スタイルと自尊感情の関係
愛着スタイルと自尊感情の関係については、安定型

得点と自尊感情得点が正の相関、両価型得点が自尊感
情得点と負の相関を見いだしている。また、回避型得
点との相関は、無相関であった。これらの結果は、対
人的態度が自尊感情に大きな影響をもつことを示して
いる。先行研究（豊田, 2006; 豊田・島津, 2006）は、
対人関係における随伴経験が自己効力感や自尊感情を
高めることを明らかにしている。安定型の者はこの随
伴経験が多く、反対に、両価型の者は、非随伴経験（人
に対する努力が成果とならない経験、例「自分は信用
していたのに、友人が自分を信用してくれなかった」）

Table 3　回避傾向によるEI尺度と自尊感情の関係（r）
群 回避傾向高 回避傾向低

n=58（男31　女27） n=65（男31　女34）
尺度 M SD r M SD r
EL 26.10 4.99 -.05 25.89 4.64 .35**
PU 24.67 4.75 .19 24.71 4.46 .46**
MR 27.50 3.72 .36** 28.71 4.32 .32*

EI合計 78.28 9.03 .22 79.31 10.35 .49**
*p<.05 **p<.01

Table 4　安定傾向によるEI尺度と自尊感情の関係（r）
群 安定傾向高 安定傾向低

n=63（男36女27） n=60（男26女34）
尺度 M SD r M SD r
EL 27.13 4.28 .21 24.80 5.04 .06
PU 26.62 3.88 .13 22.67 4.43 .26*
MR 29.21 3.95 .23 27.02 3.94 -.00

EI合計 82.95 7.99 .30* 74.48 9.57 .15
*p<.05

Table 5　両価傾向によるEI尺度と自尊感情の関係（r）
群 両価傾向高 両価傾向低

n=63（男28女35） n=60（男34女26）
尺度 M SD r M SD r
EL 25.63 5.06 .03 26.37 4.50 .28*
PU 24.21 4.44 .34** 25.20 4.71 .32*
MR 27.37 4.21 .25* 28.95 3.80 .31*

EI合計 77.21 9.71 .28* 80.52 9.53 .41**
*p<.05 **p<.01
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が多いと考えられる。本研究では随伴経験及び非随伴
経験量を測定していないが、今後、これらの経験量と
の関係を検討する必要がある。

４．１．３．EIと自尊感情の関係
EI尺度の内、ELと自尊感情得点間の相関は有意で

ないが、PU及びMRと自尊感情得点間には正の有意な
相関が認められた。この結果は、Toyota et al . （2007）
と一致しており、EIの高い者は自尊感情も高いこと
が追証されたのである。EIの高い者は、対人関係に
おける情動処理が適切に行われるので、対人関係にお
ける随伴経験量が多くなり、その結果、自尊感情も高
まるのであろう。Toyota et al . （2007）では、EIは、
Big five性格尺度における神経質傾向と負の相関、外
向性及び開放性と正の相関が得られている。EIが高
い者は情緒が安定し、明るく、対人関係に積極的であ
る傾向がうかがえる。したがって、EIの高い者のこ
のような性格傾向が対人関係における随伴経験を促進
しているのかもしれない。今後の課題としては、性格
特性と随伴経験量の関係も検討する必要がある。すな
わち、随伴経験量が多い人の性格特性を明らかにする
ことで、随伴経験量を高め、さらに自尊感情を向上さ
せる方向性が明らかになるかもしれない。

４．２．回避傾向によるEIと自尊感情の関係
回避傾向高群は人との関わりを避けるのでEIと自

尊感情の相関は低いが、回避傾向低群では人との関わ
りが多いので、EIと自尊感情の相関が高いと予想し、
この予想を検討するのが、本研究の第２の目的であっ
た。両群におけるEIと自尊感情の相関の結果は予想と
一致するものであった。すなわち、回避傾向高群では、
MRのみが自尊感情との間に正の相関があり、EL、
PU及びEI合計得点ともに自尊感情得点との相関は有
意でなかった。一方、回避傾向低群では、EL、PU、
MR及びEI合計得点がすべて自尊感情得点と有意な正
の相関を示したのである。これらの結果は、回避型傾
向がEI（ELとPU）の自尊感情に及ぼす効果に調整変
数として機能していることを示している。なお、安定
傾向及び両価傾向に関しても、回避傾向と同じく、EI
が自尊感情に及ぼす効果を調整する変数となる可能性
を検討した。しかし、安定傾向高群と低群間、両価傾
向高群と低群間にどの相関係数においても有意差がな
く、愛着スタイルにおいては、回避傾向のみが調整変
数として機能することが明らかになったのである。

本研究では随伴経験の指標を設けていないが、対人
関係における随伴経験が自尊感情を高めることが知ら
れている（豊田, 2006; 豊田・島津, 2006）。これを考
慮すると、回避傾向高群は人との関わりをもたない可
能性が高いので、ELやPUの能力を発揮して他者との
関係における随伴経験を得た結果、自尊感情が高まる

可能性は少ない。しかし、回避傾向低群では他者との
関係においてこれらの能力を駆使して随伴経験を得て
いるので、その結果、自尊感情が高まる可能性が高い
といえよう。特に、ELは全体的に男女ともに自尊感
情に影響しないので、回避型傾向の影響がPUよりも
大きいといえよう。
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